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認定特定非営利活動法人 Switch 

２０１６年度 事業報告書 

（第 6 期：平成 28 年 5 月 1 日～平成 29 年 4 月 30 日） 

期間：2016 年 5 月 1 日 ～ 2017 年 4 月 30 日 
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■はじめに 

 

 「多様性を認め合う社会を目指して」法人の理念を再確認した平成２８年度でしたが、法人の明確な 

ビジョン・ミッションを可視化することができずもやもや感があった中、内閣府による「社会的インパク

ト評価」事業に手を挙げ、伴走型支援がスタートしました。そして、わたしたちが日々取り組んでいる事

業はどのような価値をもたらすのか・・・について何度も考えてきました。平成２９年度から、障害者雇

用率は、２、２％に引き上げられ、精神障がい者の雇用の義務化も始まります。その一方で、就職した

方々が働きつづけることができるよう定着支援事業の新たなカテゴリーが始まります。被災地沿岸部は、

生活再建が進まず苦しんでいる住民もいらっしゃいますし、不登校出現率も高い数字、高校中退率も同

様です。それらの社会課題に対して、私たちの活動はどのような課題解決ができるのだろうかと問い続

けてきた一年でもありました。しかし、助成金・委託事業・寄付金による事業費が多くを占めた一年であ

ったことは、同時に地域のそれぞれの課題へコミットしながら、持続可能な支援活動につながるものと

なったと思っております。これらのアウトカムを次年度に向けてどのようにスケールアップしていくこ

とができるかを考え、今後も地域へ貢献できる法人を目指していきたいと考えます。 

認定特定非営利活動法人 Switch 理事長 高橋由佳 

 

■平成 28年度 事業成果のまとめ 

平成 28 年度は、障害福祉サービス事業については仙台、石巻、2拠点体制で迎える 2年目の期となりま

した。 

スイッチ・センダイについては、前半の利用者の伸び悩みはあったものの、後半に向けての利用者数

の増加や、就労希望者の参加日数の増加により、結果として高い就職実績を実現することが出来まし

た。  

スイッチ・イシノマキに関しては自立訓練事業所として就労だけの枠組みではなく幅広く自立に向け

た活動を進め、被災地特有の生活課題に対応した事業を展開しました。 

ユースサポートカレッジ仙台 NOTE,石巻 NOTE では、インターンシップや有給職業体験プログラムに取

り組むとともに、福祉の枠に捉われない就労支援の可能性を模索してまいりました。 

 ９か月間にわたった調査事業「社会的インパクト評価の実践による人材育成・組織運営力強化調査」

事業においては、石巻 NOTE の就労支援の有効性や、地域企業へのインパクトの大きさを確認すること

が出来ました。 

 財務状況に関しては 2014 年、2015 年度と経常減額決算という形となっておりましたが、2016 年度は

2期ぶりの経常増額という形で決算を終えることが出来ております。 

 今回過去 5年間の財務状況の確認を行ってまいりましたが、寄付金、助成金、事業収入など、主要な

財務指標は、おおむね増額することが出来ており、今回正味財産も増額ということで、安定した財務基

盤が構築されてきていると考えられます。 

  東日本大震災から 6年が経過し、復興のフェーズも刻々と変化して行く中、仙台と石巻という異な

る地域特性の中で、「まなぶ」「はたらく」という部分をキーワードに、今後も若者の課題解決に向け活

動を進めてまいります。 

認定特定非営利活動法人 Switch 事務局長 今野純太郎 
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2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 

会費収入 245,000 35,000 105,000 105,000 105,000 

寄付金収入 105,000 256,000 704,000 984,868 2,520,847 

助成金・補助金収入 1,270,332 8,797,281 8,988,565 16,607,581 19,032,983 

事業収入 40,517,154 49,943,928 68,382,230 58,795,494 71,929,393 

その他収入 1,079,191 1,146,296 1,146,768 2,496,666 1,706,065 

経常収益合計： 43,216,677 60,178,505 79,326,563 78,989,609 95,294,288 

事業費 12,869,431 871,303 2,899,731 2,379,893 587,000 

管理費 21,477,447 52,545,168 79,594,877 88,082,568 85,615,035 

経常費用合計： 34,346,878 53,416,471 82,494,608 90,462,461 86,202,035 

経常増減額： 8,869,799 6,762,034 -3,168,045 -11,472,852 9,092,253 

正味財産増減額： 8,869,799 6,762,034 -3,168,045 -11,472,852 9,092,253 

 

 

 

 

事業の実施に関する事項 

Ⅰ．就労移行支援・自立訓練（生活訓練）に関する事業 

 ⑴障害福祉サービス事業所「スイッチ・センダイ」就労移行支援 

🔶（成果と今後の課題） 

スイッチ・センダイでは平成 28 年度 37 名の就職者（Ａ型移行者含む）が出ている。また以前より課

題とされている、就労後の定着支援という点では、訪問型ジョブコーチ事業と連携し就職後の定着支援
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を行っている。平成 30 年より新設される「就労定着支援」の動向に注視していきたい。 

平成 28 年度も継続して仙精連から 2 回目の助成を受けＯＢ会の実施とＯＢと利用者が交流できる日を

設けており、精神疾患、障害を持ちながら働いている方への、就労定着と余暇支援の一助としている。 

全国的に就労移行支援事業所は就労実績が上がらない事業所と就職実績が高い事業所との二極化が課

題となっている。仙台市内の就労移行支援事業所は平成 29 年 6 月現在 39 か所あり、社会の雇用ニーズ

拡大や障害者法定雇用率の引き上げに対し、事業を開始する事業者も増えていることから、より一層ス

タッフの資質、サービスの向上、福祉の枠を越えた関わりが必要になってくる。 

また、平成 29 年厚生労働省より大学生が就労系サービスを利用できることが明記されたため、大学との

連携も行っていく。そのことを受け、法人内他事業との兼ね合いを鑑み自立訓練（生活訓練）は平成 28

年 6 月末に廃止、より就労支援に特化したサービス提供を行っていくことを目指す。 

 

平成 28 年度相談件数（106 件）              男女比 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

6 48 27 18 6 1 

 

紹介元 

行政機

関 

相談支

援機関 

医療機

関 

ハロー

ワーク 

パンフ

レット 

学校 ＨＰメ

ディア 

知人・

友人・

家族 

他福祉

サービ

ス 

その他 

14 11 29 3 7 5 14 9 9 5 

その他の内訳 

会計士、元利用者、再インテーク 

 

平成 28 年度在籍者数 

就労移行支援（75 名） 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

1 37 18 15 3 1 

 

男女別                 就職者状況（平成 29 年 3 月 31 日） 

男性 女性 

34 41 

 

ＯＢ会・交流会参加人数（のべ） 

金曜日開催 土曜日開催 合計 

43 109 152 

 

🔶施設内プログラム 

・ウォーキング・アートプログラム・ＣＢＴ（認知行動療法）・ＰＣ講座・就活講座・コミュニケーショ

男性 女性 

59 47 

開示 非開示 合計 

15 22 37 



 

 

5 

 

ン講座・ジョブコーチと話そう・パンフレット封入作業・ヨガ・ＯＢ交流会等 

コミュニケーション講座            ＯＢと利用者の交流会 

          

 

避難訓練実施の様子 

 

 

🔶外部講師を招いての特別講座 

・就活ボイス講座・アロマ講座・歯と口の健康づくり 

・アロマ講座            ・歯と口の健康づくり 

         

 

🔶外部機関と連携した講座 

（株）アルビオンと連携して行った就活メイク・マナー講座 

 

スイッチ・センダイ 管理者 山下祐史 

 ⑵障害福祉サービス事業所「スイッチ・イシノマキ」 
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スイッチ・イシノマキ 管理者 田口雄太 

 

🔶（成果と今後の課題） 

石巻にて開所して 2 年目となる。今まで石巻になかった新しいタイプの事業所として徐々に認知されて

きている。特に医療機関からの紹介が多く、圏域の医療機関からの期待感を感じる事ができる。 

インテーク数に対して新規登録に至る人数が少ないが、自立訓練（生活訓練）の性質上、就労目的のみの

利用者等は地域の他機関にリファーするケースも多い。 

28 年度は就職者 2 名（開示 1 名、非開示 1 名）を出すこともでき、地域からも一定の評価を得る事がで

きた。 

4 月時点での登録者は 10 名と前年度より増え、事業所レイアウトの変更を行っている。 

最終的な目標として就労を希望される方も多く在籍されている事から、就業・生活支援センターや地域

の相談支援事業所との連携を密に取る事で強化することができた。 

また、市の生涯学習課のプログラムを利用し、外部の方が講師を務めるプログラムの実施や、夏季には市

の施設を利用したレクリエーション企画。利用者が主体となって企画、実施を行う自主活動など、バリエ

ーション豊富に、地域と関わる機会や自主性、個別性を創出することができている。 

 

課題としては、今後より多様なニーズが想定されるなかで、自立訓練としての領分をわきまえながらも、

生活リズムを作る、入浴や排せつ等の従来の訓練以外の柔軟な利用が可能になるよう、この 2 年のスイ

ッチ・イシノマキでの活動の成果や可能性をもとに、市をはじめ圏域に働きかけていく必要があると考

える。 

 

 

 

🔶実績 

登録者数 10 名（29 年 4 月末時点） 

.新規利用者数 9 名 

インテーク者数 22 名 ※内訳は下記表参照 

 

退所者数 

 

7 名 

目標達成 3 名（就職・・開示、非開示各 1 名、地域移行 1 名） 

体調不良 4 名（入院 2 名、療養 2 名） 

 

 

 

 

28 年度は就職による退所者が 2 名おり、自立訓練から就職者が出る事に対して地域から驚きの声が

聞かれた。同時に、活動開始時の目標を達成したため地域の他機関を利用しながら生活する退所者

もおり、従来の自立訓練（生活訓練）としての機能を果たしている事の証明にもつながっている。 
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🔶活動内容 

【個別ワーク】 

・個別の自立の為の目標を達成するために、各々に必要な活動を取り入れ積極的に行っていく活動。 

【プログラム】 

・体調管理系のプログラムや、就職活動系プログラム、金銭プログラム等により、自己理解、目標達成の

為のスキル、生活スキル向上の為のプログラムを実施。またファームを利用したアセスメントと余暇活

動の実施。 

【外部講師】 

石巻市：市立病院薬剤師による薬の飲み方 歯科医による訪問歯科検診 

メイクマナー講座 

   

 薬剤師による薬の飲み方講座         歯科検診 

 

(41%)

10代 20代 30代 40代 50代 60代 男性 女性 家族
4 8 6 4 0 0 12 6 4

行政機関 相談支援機関 医療機関 ハローワーク パンフレット ＮＯＴＥ ＨＰ等ﾒﾃﾞｨｱ 知人・友人 家族 学校 その他

1 3 6 0 0 7 2 1 0 1 1

9名

Ｈ２８年度（Ｈ２８年５月～Ｈ２９年４月）インテーク総数
インテーク総数 22名

内訳
年代 性別

紹介元

左記の内利用につながった人数

NOTE をきっかけに、通所に繋がった方が 1 番多いが、ほぼ同数の医療機関からの紹介があり、医

療機関からの期待が伺える。 
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【自主活動】 

・利用者の自主性や、希望等を形にする過程の確認、他者との協働作業等を体験できる機会として活

用。トレッキングや花見、調理プログラム等実施 

その他、季節等に合わせた行事等を行い、楽しみながらも一人ひとりの自立に向けた活動を行ってい

る。同時に、実施者の興味関心に基づくプログラムになる為、自己肯定感の向上につながっている。 

 

   

  鱈鍋作り     市民公園でのバーベキュー     ごはんのお供ソムリエ 

【その他の活動】 

卒業後の活動場所の一つである他事業所の見学会や地域の活動補助として七夕飾り作りやお祭り運営の

手伝い等、事業所外に出ての積極的な地域活動を実施。 

   

  事業所見学        七夕飾り作り           福祉祭りの手伝い 

スイッチ・イシノマキ 管理者 田口雄太 

 

Ⅱ 思春期・青年期を中心とした就学・就労支援 

⑴ユースサポートカレッジ 仙台 NOTE 

◆成果と今後の課題 

    今年度も昨年同様「みやぎ地域復興支援助成金」による『みやぎの「はたらく」「つながる」応援プログラム

事業（第二期）』にて、①被災者就労準備支援事業②中間的就労創出事業③出張型就労支援事業の３つ

の柱を軸に、圏域の被災若年者への就労支援事業を実施した。 

具体的には昨年に引き続き宮城野区榴岡の「仙台ＮＯＴＥ」を拠点とし、思春期や青年期の不調を抱えた１

０代から３０代の若年者を対象に包括的就労支援を行うユースサポートカレッジを設置。４ヶ月間を１ターム
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とした短期集中型の就労支援プログラムを２期に渡り実施、３２名の受講生に対し４２．４％が就職、１５．

２％が就学復学を遂げ、２４．２％が就職活動に一歩踏み出し現在継続して活動中ということで、全体の８

０％が就労に向けての動きを加速することができ、一定の成果を上げることが出来た（①②事業） 

出張型就労支援においては、震災から６年が経過し仮設住宅から復興公営住宅への移転が進む中、次

なる段階として長期的な生活の見通しを立てるためには就労の安定が必要不可欠であり、ニーズの多い６

地域に渡り、近隣のハローワークに行くまでに物理的・精神的に距離を感じている方々に対し、居住エリア

の近くで出張パソコン講座と個別就労相談を展開した。 

具体的には宮城県社会福祉協議会震災復興支援局と協働し、地域社協（気仙沼市社協、多賀城市社協、

塩釜市社協、七ヶ浜市社協、石巻社協、東松島市社協）とのパイプを作った。又昨年実績のある仙台市社

会福祉協議会中核支えあいセンターと連携し、復興公営住宅の見守り支援の流れの中で就労に課題を抱

える被災者の支援を行った（③事業）   震災を機にひきこもりがちになり社会と接点が持てない被災者や、

就労の機会を失ってしまった若年層に社会と繋がるきっかけを作り、学びの場を提供し就労への意欲を高

めるという意味で、一定の成果を残すことができた。 

今後の課題としては、１つ目は大学生の利用が増えている背景から、グレーゾーンの学生や休学中の学

生に対する就労支援、中退予防支援に関する大学との連携強化と、受入に伴うインターンシッププログラム

の強化が上げられる。２つ目は出張型就労支援の強化である。昨年実施する中で、ひきこもりがちになる

無業者が再び外に出るきっかけとしてパソコンは有効な手段であり、各地域の支援機関からも今年度の開

催に対するご要望の声を頂いていることからニーズは高く、就活情報に乏しい被災圏域に対する支援を強

化していく。 

 

◆ユースサポート事業（被災者就労準備事業・中間的就労創出事業） 

  ■利用者数     ３５名（延べ人数９７３名） 

                 ５期生（平成２８年 ６月 １日～平成２８年９月３０日）：１８名 

                 ６期生（平成２８年１０月１１日～平成２８年２月２４日）：１６名                          

  ■就職決定者数  １４名（昨年度１３名） 

  ■相談件数     ３２４件（目標 180件） 

  ■キャリアカウンセリング件数 １４７件（目標 180件） 

  ■企業開拓     ８件（昨年度１２件） 

  ■仙台ＮＯＴＥパンフレット  ２０００部制作  

■受講生の状況（利用前） 
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・大学や専門学校などからの紹介が増えている。 

・支援機関とは行政（ハローワーク・生活保護課・社会福祉 

課）、社協・保護観察所等 

 

■受講生の状況（利用後） 

 
・受講生全体の８割が就職・就学復学・就活へのアクションを開始 

  ・就職者１４名のうち約４割が正社員・契約社員にて採用 

 

■受講前と受講後の変化について（修了時アンケートより） 

 

 

■具体的な活動内容 

就活中（社会人）

6.1%

就活中（大学

生）

9.1%

社会参加

9.1%

在宅

45.5%

休学中（大

学・高校）

3.0%

就学中（大

学・高校）

12.1%

就職中

15.2%

受講前の状況（５・６期合算）

支援機関

の紹介

22.9%

大学・専門

学校の紹介

34.3%

病院・クリニッ

クの紹介

14.3%

知人の紹介

5.7%

パンフ・

ネットをみ

て自ら

11.4%

ジョブカ

フェ

8.6%

その他

2.9%

受講のきっかけ（５・６期合算）

就職

42.4%

就活中

24.2%

就学・復学

15.2%

社会参加

9.1%

その他

9.1%

利用後の状況（5・6期合算）

正社員

17.6%

契約

23.5%

パート・アルバ

イト

41.2%

職業訓練

5.9%

その他

11.8%

雇用形態（5・6期合算）

0% 20% 40% 60% 80%100%

自分もできるかもしれない

自分への安心

人とのつながり

コミュニケーションスキル

セルフケアスキル

就職への知識

変化しようとした行動

受講前

大変低い 低い 普通 高い 大変高い

0% 20% 40% 60% 80%100%

自分もできるかもしれない

自分への安心

人とのつながり

コミュニケーションスキル

セルフケアスキル

就職への知識

変化しようとした行動

受講後

大変低い 低い 普通 高い 大変高い

・社会参加とは週 2 回程度の外出、在宅とはそれ以下で在宅 

中心 

・就学中（大学・高校）とは休学中または不登校における 

学校配慮制の元での登校 



 

 

11 

 

【Ｄｅｓｃｏｖｅｒｙコース】講義形式で就活・就労への基礎力をつける。生活のリズム作りにも効果大であった 

 ・オリジナル講座 

        認知行動療法・メンタルヘルス・コミュニケーション講座（ソーシャルスキルトレーニング）・ＷＲＡＰ・ 

就活講座・ソーシャルマナー講座・パソコン講座（若者アッププロジェクト・フリーレッスン）・アートセ 

ラピー・入門ヨーガ・ビブリオバトル・LEGOシリアスプレイ 

   

 

 

 

 

・特別講座（自分磨き） 

  就活カラー講座（外部講師）、アロマテラピー講座（外部講師）、ボイストレーニング講座（外部講師） 

スノードームワークショップ、体を知ろう！講座、インターン生による中国語講座・栄養講座    

 

 

 

 

 

【ＷｏｒｋＯｎコース】 インターンシップ延べ参加人数 236名。 

目標１８０名を大きく上回る結果となり、就労意欲の向上に大きく貢献できた。実習先は１７件。 

■不動産会社：事務補助  ■物流会社：事務補助・倉庫業務  ■飲食店：調理補助・接客 

  ■高齢者介護施設（デイケア・老健）：介護補助  ■社会人資格取得専門学校：事務補助・ポスティング 

■営業マーケティング会社 ■農業：農業体験 ■ARＴ活動ＮＰＯ法人 ■福祉事業所 ■警備会社  

 

 

 

 

 

【受講生による活動報告会】 

４ヶ月の受講期間を振り返り、自由なテーマで自身の活動内容を報告する 

卒業発表会を実施。堂々とプレゼンテーションをする姿に大きな成長が見られた。 

 

【仙台 NOTEサロン（親の会）の実施】 

仙台 NOTEでの活動報告を行い、保護者の方々との交流の場を設けた。 

     

 

 

◆出張型就労支援事業（被災地向け出張パソコン講座） 

http://blog.canpan.info/sendai-note/img/E4BFAEE4BA86E5BC8FEFBC91.jpg
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02431.JPG
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02439E7B7A8E99B86.jpg
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02449E7B7A8E99B86.jpg
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02067.JPG
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02477E7B7A8E99B86.jpg
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02784E7B7A8E99B86.jpg
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02262.JPG
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02126.JPG
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/E3839DE382B9E38386E382A3E383B3E382B0EFBC88E4B880E59B9EE79BAEEFBC89.jpg
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/DSC02265E7B7A8E99B86.JPG
http://blog.canpan.info/sendai-note/img/E5A0B1E5918AE4BC9AE58699E79C9FE291A1.jpg
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 ニーズのある被災圏域にて出張パソコン講座とお仕事相談会を実施。 

震災を機にひきこもりがちになり社会と接点が持てず、そのまま就労の機会を失ってしまった若年者を中心に、

社会と繋がり学びの場を提供するきっかけを提供。一定の効果を残すことができた。 

一例として、震災を機に高校卒業後から長年引きこもっていた若者が、出張パソコン講座の参加がきっかけで

そこから仙台ＮＯＴＥの利用に繋がり、自立に向けての訓練や職業体験を通して就職活動へ一歩を踏み出す

ことができたケースは、事業目的に叶った成果であり、まだまだ活動の需要はあると実感している。 

 

 ①仙台地区 

  実施日時：平成 28年 10 月 5日・12 日・18日・26 日   

  実施場所：仙台市福祉プラザ 

  実施内容：Word・Excel・Powerpoint・個別お仕事相談 

  述べ参加人数：PC講座２４名・個別相談 3名 

  協力団体名：仙台市社会福祉協議会中核支え合いセンター（共催） 

  ※この後、仙台市の復興公営住宅と地域のコミュニティ活性化のための 

「つなぐ・つながるプロジェクト（つなぷろ）」支援団体に登録される 

 

 

②石巻地区 

 実施日時：平成 28年 12 月 26 日・27日・28 日・平成 29年 1月 5日 

 実施場所：ユースサポートカレッジ石巻 NOTE 

 実施内容：Word・Excel・Powerpoint・プログラミング・個別お仕事相談 

 述べ参加人数：PC 講座 10 名・個別相談 1名 

 協力団体名：石巻市教育委員会（後援）・石巻市役所（生活保護課・生活再建支援課他）・ 

石巻ハローワーク・宮城県東部児童相談所・石巻市社会福祉協議会 他） 

 

 

③多賀城・塩釜・七ヶ浜地区 

  実施日時：平成 29年 1月 12 日・13 日・20日・2月 3日   

  実施場所：多賀城市市民活動サポートセンター 

  実施内容：Word・Excel・Powerpoint・個別お仕事相談 

  述べ参加人数：21名・個別相談 5名 

  協力団体名：多賀城市社会福祉協議会・塩釜市社会福祉 

          協議会・七ヶ浜市社会福祉協議会・ 

          多賀城・塩釜・七ヶ浜各市役所（社会福祉課・ 

          保護課・地域職業相談室等）・各ハローワーク等 
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④岩沼地区 

 実施日時：平成 29年 1月 16 日・23 日・30日・2月 6日・7日 

 実施場所：岩沼市福祉センター i あいプラザ 

 実施内容：Word・Excel・Powerpoint・個別お仕事相談 

 述べ参加人数：PC 講座 4名・個別相談 1名 

 協力団体名：岩沼市社会福祉協議会（共催） 

 

 

⑤東松島地区 

  実施日時：平成 29年 3 月 9日・10 日・13 日・14 日   

  実施場所：東松島市老人福祉センター 

  実施内容：PC入門・Excel 

  述べ参加人数：7名 

  協力団体名：東松島市社会福祉協議会・東松島市役所 

        ハローワーク等 

 

⑥気仙沼地区 

実施日時：平成 29年 3月 17 日 

 実施場所：スクエアシップ（気仙沼 海の市） 

 実施内容：パソコン入門・Excel 

 述べ参加人数：6名 

 協力団体名：気仙沼市社会福祉協議会(後援) 

       NPO 法人底上げ・ 気仙沼市役所・ハローワーク等 

 

認定特定非営利活動法人 Switch 常務理事 小関美江 

 

 

 

⑵ユースサポートカレッジ 石巻 NOTE 

🔶（成果と今後の課題） 

当法人は平成 25 年から石巻市にて「ユースサポートカレッジ石巻 NOTE」を展開し「未来志向型イン

ターンシップ」を開始。震災からの復興を目指す地域の企業や、農林水産業、そして地域行政や他の支援

団体と連携を進めながら、石巻圏域にてこころに不調を抱えた方々の就労支援を展開してきたが、活動

を進める中で、以下の新たな課題が見えてきた。そのひとつが社会的弱者の存在である。わたしたちの支

援のベースは、困難を抱える若年者の就労支援に特化しているものの、そのご家族の背景を伺うと、震災

後、無業者になったままの保護者がいること、そのメンタルサポートが取り残されたままでいることに

あることから、地域の団体と連携を図り若者を支えるソ−シャルワークの観点で彼らを支える仕組みが必

要となる。それらは当法人の強みでもあることから、以下の支援事業を展開してきた。 
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①東日本大震災によってこころに不調を抱えたり、社会的居場所を失った若者が、震災後の深刻な人材

不足に悩む地域産業の将来的な担い手として活躍できるよう、インターンシップを通して育成していく

ことを目的とする。 

②就労支援を通じて、家族を包括的に多職種・多団体で支えるネットワーク機能を強化 

③地域産業の力を活かした人的資源の活用をしながら、伴走型職場体験の機会をさらに拡大、被災地に

おける就労支援モデルを確立させる。 

上記の取組みを通して、被災地特有の就労課題を抱える石巻圏域にて、今後も長期的な若年者就労支援

体制の構築を持続する。 

 

 

■利用年齢層                   ■利用者の地域属性 

   

 

■利用後の進路                   ■通所時の学歴 

    

 

。 

【コンポーネント１】就労準備支援 

目的 

・圏域無業者と人材不足に悩む地元企業とのマッチング 

・就職活動に踏み出すことを躊躇する無業者が活動を再開する事。 

就労準備支援事業に関しては、石巻駅前にて、日常的に就労相談が出来る窓口を設置し、利用

者数 1343名と、多くの方に利用いただき、17名の就労決定者を出すことが出来た。 

事業の中では相談だけではなく、震災の影響で引きこもりがちになる方々に対し、一歩踏み出す

ためのプログラムも展開し、合計 354名の方々に受講いただくことが出来た。 
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①一歩踏み出すためのプログラムの展開 

・パソコン講座  ２０２回：日本マイクロソフト様からのライセンス供与を受け、認定トレーナーによる

講座を展開。終了後に資格取得を目指す方も多かった。Windows10,Office2013 という最新の環境で

プログラムを実施。パソコンを学ぶことを外に出るきっかけにすることが出来た。 

・アートセラピー講座  ３７回：ただ単に絵を書くだけのプログラムではなく、イラスト鑑賞なども取り

入れ、より本人たちの志向に合わせるプログラムの展開を目指した。 

・就活講座  １８回：就活で必要な基本的なスキルや、面接対策などを、総合的に学び、その後の

就労に繋げることが出来た。 

・ウォーキング講座 ４８回 

今年度もウォーキングを展開。市内中心部を中心に取り組むことが出来た。 

・NOTEサロン ４９回 

今年度は新たな取り組みとして NOTE サロンを企画。利用者が車座になり、それぞれの近況を話し

合うことで、コミュニケーション力の強化を図ることができた。 

 

 

 

 

 

②インターンシッププログラムの展開 

・インターンシップ実施件数 １４９件 

インターンシップは石巻市内の支援団体や民間企業などにて、職場体験の機会をつくり、今回 149

件のインターンを実施することができた。 
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 一般企業だけではなく、仮設住宅における新聞配布や、被災地での雇用創出のための弁当店など、

被災地支援事業にも関わることで、利用者も地域の実情を知ることが出来、自分たちの住む地域の

未来を考えるきっかけになったと考えている。 

 

③有給職業体験プログラムの展開 

・有給職業体験プログラム実施件数１０３件 

今回有給職業体験に関しては、103 回という実績を上げることが出来た。実際の企業の中に入り、有

給で仕事を経験する中で、そのまま長期雇用につながった方も多く、就労支援という観点からも実効

性は高かったと考えている。今後も現在就労中の方のフォローアップを進めていくこととする。

 

 

【コンポーネント２】中間就労の創出 

目標 

①定期的に中間就労の場で活動することで就労意欲を醸成する。 

②中間就労の場で自己肯定感を高めたのちに一般就労を目指す。 

今回は農業と水産業の現場にて、中間就労の場を展開することが出来た。 

農業：391回 

水産業：22回 

インターンなどの単なる職場体験ではなく、多少なりともお金が発生することで、本人たちの責任感

の向上が促された。 
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【コンポーネント３】いしのまきはたらくサポーター養成講座の開催 

①こころの健康を学ぶ講座 全 7回実施 

「心の健康を学び、自身のセルフケアを考える。 

講座内容 

・ストレスコントロール 

・自分の考え方のクセを知る 

・睡眠、仕事と休暇のワークライフバランス 

 

 

②ジョブコーチによる職場で働く方々へのサポート講座 

ジョブコーチのスキルを参考とした職場でのサポート。 

人材育成の一環としてスキルアップ。 

講座内容 

・合理的配慮 

・相手の立場に立ってわかりやすく教えるスキル 
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・グループワーク（課題分析と問題解決） 

 

 

 

③コミュニティワーク実践講座 

縁あって石巻に移住し、各分野・立場で活躍されている方々をお招きし、 

「なぜここで働いているのか」をテーマに“はたらく”を考える場を展開 
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④移動なんでもよろず相談所 全 12回開催 

石巻圏域各所にて、移動式の相談所を展開。震災後の家族、進路、仕事、人間関係などの悩みを受付、傾聴す

る。 

 

 

 

⑤いしのまきはたらくサポーターセミナーの開催 

～地域で多様な人びとが働き続けるために私たちができること～ 

「その島のひとたちはひとの話を聞かない」の著者でもあり、 

精神科医として地域に根差した活動を行っている森川すいめい氏をお招きし 

会全体でオープン・ダイアログを展開しながら、参加者同士で意見を出し合い深めた。 

 

 

認定特定非営利活動法人 Switch 常務理事 今野純太郎 
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Ⅲ 研究・研修事業 

⑴各種研修 

H28 年 8 月  認知機能リハビリテーションと就労支援研修会 in 帯広 講師 （小野） 

H28 年 12 月 宮城県サービス管理責任者講習会 講師 （小野・田口） 

H28 年度 NPO 法人アスイク 支援スーパービジョン 12 回実施（対象スタッフ 3 名） 

  

⑵職員研修 

29 年度は職員研修を４回実施した。今年度より、研修ワーキンググループを作り、ワーキング内で

法人スタッフとして必要な研修を企画、実施した。また、ワーキンググループより、佐藤・小野寺が

精神障害者リハビリテーション学会への口頭発表も実施した。 

 

① 「宿泊研修」 28 年 6 月 10 日～11 日 14 名参加 

場所：箱根山テラス（陸前高田市） 

1 日目：地域のＮＰＯ活動を知る  

講師 ・箱根山テラス 代表長谷川氏 

          ・吉田理事 特定非営利活動法人くらしのサポーターズ 事務局長 

三重県の事例の紹介 

  2 日目：・広報、ファンドレイジング、研修のワーキンググループ活動 

      ・法人のミッション再確認 

   

 

② 「自己探求からの相互理解」ワーキンググループ主催 28 年 9 月 14 日 17 名参加 

 ・自分史の作成、転機になる写真や物を持参し、全体共有 

 進行：小野 

 

③ 「事例検討会」 28 年 12 月 9 日 

 講師 ： みやぎ心のケアセンター 地域支援部長 福地 成 先生（精神科医） 

 参加者 ：16 名 

 事例提出者 ：  

① 「活動量は多いが就労に踏み出せない成人女性への働きかけ」石巻ＮＯＴＥ 高坂 



 

 

21 

 

② 「調子が悪くなる可能性があるが、伝える必要がある場合、どのように伝えればよいか」   

スイッチ・センダイ坂下 

事例へのＳＶと講師より「対人支援の勘どころ」の講義 

 

④  「調理実習」 ワーキンググループ主催 29 年 3 月 3 日 

 場所：エルパーク仙台 調理室  参加者 15 名 

 3 班にわかれ、予算内で買い物から調理までを担当。 

 

28 年度 研修ワーキングメンバー 小野、佐藤、小野寺、坂下、坂上 

 

⑴ 学会、講演など 

H28 年 7 月 福祉人材フォーラム 登壇（高橋） 

H28 年 10 月 書籍：Q&A で理解する就労支援 IPS ～精神疾患がある人の魅力と可能性を生かす就労支

援プログラム （山下・田口 執筆） 

H28 年 10 月 精神科臨床サービス第 16巻 3号～認知機能リハビリテーションは就労支援にどのように

役立つのか～ （小野寄稿） 

H28 年 10 月 明治大学 公共経営学科 特別講義 （高橋） 

H28 年 11 月 第 24 回精神障害者リハビリテーション学会 口頭発表 （佐藤・小野寺） 

H28 年 11 月 第 24 回職業リハビリテーション研究・実践発表会 口頭発表（小野） 

H28 年 11 月 就労支援 IPS 協働学習会（東京）登壇 （山下） 

H28 年 11 月 第５５回宮城県精神保健福祉大会 シンポジウム登壇（高橋） 

H28 年 12 月 石巻の明日を創る！「ともいき」シンポジウム～復興支援から困窮者支援へ～ 

       パネリスト（今野） 

〜H29 年 2月 宮城教育振興審議会審議委員（高橋） 

H29 年 2 月  石巻教育セミナー 石巻専修大学 パネリスト （今野） 

H29 年 3 月  働く精神障害者からのメッセージ発信事業 パネリスト （小野） 

H 29 年 3 月  第 5 回「みちのく復興事業シンポジウム」登壇 （高橋） 

H２９年３月  日本社会精神医学会 ポスター発表（高橋） 

 

 

Ⅳ 学校メンタルヘルスリテラシー教育における授業の実施 
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 主体：みやぎこころのデザイン教育実行委員会（SCOPE） 

 宮城県恊働教育プラットフォーム事業の委託を受け、県内小・中・高校でのこころの健康を学ぶ授業 

 を実施、評価委員の設置に伴う評価委員会なども実施してきた。 

  

 石巻高等学校３学年授業  玉浦小学校での授業風景 

 

 

                        

    

  

 

依頼校の授業実施 ２０１６年７月〜１１月の状況                                                                                                       

依頼を受けた学校へ事前打ち合わせを行いながらキス

トの作成をする。授業実施においては、 

クラス単位、学年単位、学校単位などの要望を聞きな

がらすすめていく。                                                                                       

また、授業参観による保護者も同席の授業実施を増やしていくためのアプローチも行っていった。                                                            

◆瀬峰中学校にて授業参観実施（全校生徒対象）                                                                             

市町や社会福社会福祉協議会との協働事業の実施  ２０１６年１１月                                                        

福祉教育の一環で実施する市町については、社会福祉協議会などと、協働で実施する予定。                         

それによって、地域住民もサポーターとして参加しやすいワークショップ形態となる。  

◆岩沼市と社会福祉協議会にて福祉教育の一環として実施（４年生対象） 

 

◆ これからの学校メンタルヘルス教育セミナーの実施  

平成２９年２月４日 東北電子専門学校 参加者数 ４５名 

講師：阪中 順子氏（四天王寺学園 スクールカウンセラー 臨床心理士） 

 

 

 

 

Ⅴ その他事業 

⑴ジョブコーチ支援事業 

⑴ ジョブコーチ支援事業 

実績【H28 年 4 月～平成 29 年 3 月】 

新規実施件数 9 件 

継続実施件数 4 件  

支援回数 183 日 

平成 28 年度 訪問型職場適応援助者の登録 小野、越後、三上 

【実施校】 

岩沼市玉浦小学校  栗原市瀬峰中学校   

塩竈市玉川中学校 宮城県石巻高等学校 
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今年度は、13 名の対象者、12 事業所に訪問型職場適応援助者による支援を 183 日実施した。新規ケー

スでは、宮城障害者職業センターとのペア支援が 3 件実施、他 6 件は法人単独支援で実施した。 

 昨年度より訪問型職場適応援助者による職場定着支援に力をいれており、今年度でその基盤が固まっ

た。平成 30 年に開設されることが決まった障害福祉サービス事業の「就労定着支援事業」を睨み、法人

内ではさらにジョブコーチを増やし、多くの需要にこたえられるように整備していく。 

 ジョブコーチは、訪問型職場適応援助者としての活動のみならず、法人内の実習観察や職場開拓など、

そのスキルを法人にかかわる対象者全てに活かすことが次年度の目標とする。 

 

⑵助成事業 

○住友商事株式会社 

東日本再生ユースチャレンジプログラム 

・インターンシップ奨励プログラム（平成 28 年 7月～平成 29 年 3 月） 

○ジャパンプラットフォーム「共に生きる」ファンド 

～いしのまき若年者未来志向型インターンシップマッチング事業～ 

○宮城県地域復興支援助成金 

～みやぎの「はたらく」「つながる」応援プログラム事業～ 

○日本マイクロソフト社「若者 UPプロジェクト 

・宮城県内各所にて開催  

〇復興庁「こころの復興事業」 

・いしのまきフードアクションプロジェクト 

〇宮城県共同参画社会推進課 

・NPO 等の絆力を活かした復興、被災者支援事業 

 

⑶委託事業 

東北工業大学ライフデザイン学部 安全安心デザイン学科２年生対象 

・キャリアデザイン講座（生活デザインセミナーⅢ）全 14回（前期 7回、後期 7回） 

宮城恊働教育プラットフォーム事業（みやぎこころのデザイン教育実行委員会 SCOPE）  

実施校 4校 評議委員会 2回 教育セミナー1回 実行委員会 6回 

 

⑷その他 

【研究協力】 

・文部科学省若手研究（B）「日本版 IPS／援助付き雇用フィデリティ尺度の検証とフィデリティ評価シス

テムの構築」スイッチ・センダイ 参加 

【実習等】 

・仙台市教育委員会 東華中学校 職場体験実習 2 名受け入れ 

・精神保健福祉士実習 

  東北文化学園大学 4年 2名、東北福祉大学 4年 1名 受け入れ 
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・内閣府「社会的インパクト評価の実践による人材育成・組織運営力強化調査」事業参加 

■今年度、NPO 法人 Switch は内閣府による 「社会的インパクト評価の実践による人材育成・組織運営

力強化調査事業」に参加。これまで展開してきたユースサポートカレッジ石巻 NOTE 事業のうち、平成２

６年度、２７年度の事業評価を行うことが出来た。最終的なインパクト評価はインパクトレポート資料

を確認いただければと考えているが、大まかなインパクトは以下の通りとなる。 

 今回の評価を行うことで、これまで展開してきた石巻 NOTE 事業の社会的インパクトを評価することが

出来た。仙台と東京都内で報告会を行い、2か所で 200 名程度の動員があった。 

 

〇内閣府 

⑸メディア等掲載 

平成 28 年 5 月 

月刊支え合い情報に法人の活動が紹介されました 

平成 28 年 5 月 

河北新報に「こころの健康ワークブック」の記事が掲載。 

平成 28 年６月 

いしのまき NPO 日和に石巻 NOTE が紹介されました 

平成２８年６月 

石巻日日新聞 NPO 日和に石巻 NOTE の活動が掲載されました 

平成２８年７月 

河北新報に代表高橋のエッセーが掲載されました。 

平成２８年７月 

ダイアモンドオンラインに法人の記事が掲載されました 
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平成２８年８月 

河北新報に代表高橋のエッセーが掲載されました。 

平成２８年１０月 

精神科臨床サービス第１６巻 3号に常務理事小野が執筆しました 

平成 28 年 10 月 

Q&A で理解する就労支援 IPS にスイッチ・センダイから山下と田口が寄稿しました 

平成 28 年 10 月 

河北新報（夕刊）に代表高橋のエッセーが掲載されました。 

平成 28 年 11 月 

杜の伝言板月刊ゆるる 11月号に代表高橋が寄稿しました 

平成 29 年 3 月 

いしのまきはたらくサポーターセミナーが石巻かほくに掲載されました 

平成 29 年 4 月 

杜の伝言板ゆるるに事務局長今野が執筆しました 

平成 29 年 4 月 

働く先輩・企業からのメッセージ集に統括マネージャー小野が執筆しました 
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特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 実施日

時 

実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者

の範囲 

支出額 

（単位：千円） 

定款第 5条の⑴障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）

に関する事業 ①自立訓練（生活訓練） ②就労移行支援事業 

障害福祉サ

ービス事業 

スイッチ・センダ

イ 

就労移行支援事

業 

平日 

土日 

（ 適

宜） 

当法人 

事業所内 

9 名 障害福祉サ

ービス受給

者証取得者 

定員 26 名 

3234 

スイッチ・イシノ

マキ 

自立訓練（生活訓

練）における事業 

平日 当法人 

事業所内 

5 名 障害福祉サ

ービス受給

者証取得者 

定員 20 名 

1072 

定款第 5 条の⑶就学支援事業 ⑷カウンセリング事業 ⑾その他法人の目的を達成するために必要な

事業 

助成事業 JPF「共に生きる

ファンド」ユース

サポートカレッ

ジ石巻 NOTE の運

営 

平日 

土日 

 

当法人 

事業所内 

市内 

3 名 

（嘱託含） 

 

 

東松島市、石

巻市内 

思春期・青年

期 

7949 

みやぎ地域復興

支援事業 

仙台 NOTE の運営 

平日 当法人 

事業所内 

市内 

3 名 

（嘱託含） 

 

仙台市内・岩

沼市内 

思春期青年

期 

6937 

ジョブコーチ支

援事業 

平日 県内事業所 2 名 障害者雇用

対象者 

2381 

委託事業 定款 5条の（７）インターンシップ事業に関する事業 

心の復興事業 平日 

土日 

 

石巻近郊農

地 

3 名 石巻圏域の

被災者 

3154 

定款第 5条の（６）研修事業に関する事業 

大学キャリア支

援事業 

平日 

 

大学構内 2 名 大学生 80名 357 

宮城県協働教育

プラットフォー

ム事業 

平日 宮城県内 2 名 宮城県内小

中高校生徒

及び保護者 

994 
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